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欝
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鰻
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難
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翻
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欝
蓬
、
騒
毒
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甑
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露

　　、灘難

蟻讐．
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た
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κ
『
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一
置
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醸，磁　 　　塁～　　・’鵬翫 縣』

、響
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きじまるくん

認

蹴

「獲

　　　　　　　　子どもたちはプールが大好き

　保育園の子どもたちは、梅雨入りした合間の天候の良い晴れた日に元気に水

あそび。

　この日は、真夏を思わせる日ざしのなか、ビニールプールに水やおもちゃを

入れて大喜びであそんでいました。
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～冑少年のすこやかな

　　　　成長を願って～

平
成
四
年
度
は
、
江
南
町
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
が
発
足
し
て
、
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、

新
し
く
全
委
員
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
地
区
代
表
・
理
事
も
選
出
さ
れ

会
則
に
基
づ
き
会
長
・
副
会
長
も
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
　
長
小
柴
文
代
（
教
育
委
員
長
）

副
会
長
高
田
　
清
（
社
会
教
育
委
員
長
）

　
〃
　
長
島
　
仁
（
南
小
学
校
長
）

　
〃
　
野
口
博
司
（
南
小
P
T
A
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

江南町青少年健全育成協議会組織・連絡網（敬称略）

　　　　（順不同　　○印　地区代表者　　□印　理事　　㊥学識経験者）
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、糞……’聾

隷・達

継
：
「麟

　研一

1
2
3
4
⑤
、
囹
7
8

橋本　寛助

富田　昭一

井出　クニ

船橋　廣之

曽田　シン

宮本　和子

梅津　節子

松葉　令子

成沢1093

押切2458－3

押切2566－3

押切2527－9

押切2460－6

押切2488－13

成沢1144－5

押切2523－3

3602

2635

2406

3804

0559

5036

4446

4717

民生・児童委員

同上

同上

教育委員

青少年育成推進委員

熊谷商業PTA代表

北小PTA副会長
江中PTA補導委員長

癖轡

舞
・
雛
嚢
灘
r
茸
…

軽　一

繋・灘
、侵，雛：・

「』妻鰹鱗

⑩
r
回
軽
i
i
！l』42

　43

松本　久明

吉田　　清

森田　幸雄

吉野ひとみ

小江川2203－1

須賀広251

須賀広240
押切2455－1

0200

1858

0992

7570

㊥公民館長

⑱区長代表

教育委員

南小PTA補導副部長
・躍
　1、

－論　織

，きド

鱗
緯

　・｛馨

1β匙ξ、編麟

1き囮

獲45
醸46

水野　光好

岡田　英浩

宅森　芳枝

野原838－2

野原428－5

野原962

2365

0052

2254

民生・児童委員

青少年相談員

江中PTA補導副委員長

鰭
「1劉

諏ゴ翠’1

47

圃

井上　和子

野口　博司

小江川727

小江川359－1

3644

1002

民生・児童委員

南小PTA副会長
…讐・』ゴ
饗載 、蓑回 馬場正一郎

小林　敬裕

成沢490－2

成沢500

3505

4891

民生・児童委員

御正駐在官
　　驚
、罷綴鰹、、 圭、、⑩

賦一i

l壱講　　ド

羨齢號

麟

妥毒雛1

灘
、
欝

49

講50

徊
掴
国

野本　善司

井上　和男

寺山　初江

西野　英司

田中　勝治

小江川1574

小江川2213－3

小江川2104－2

小江川1865－1

小江川2071－1

1582

1014

1349

5336

2086

民生・児童委員

同上

青少年育成推進委員

小原駐在官

少年指導員

…こきこ一懸

ii1』

議墨

欝

ゴ肇ili

聾難華
難羅、、

liこ』　一E一

審

・鱒⑪

、》回

、鰹13

　14

長谷川高雄

小柴　文代

泉　昂　之

新井美知子

三本1891

三本1927－2

三本1458

三本727－1

2180

1168

5419

0184

民生・児童委員

教育委員長

熊工高PTA代表
北小PTA補導部長

輩と
・4 滋縮

⑮
1
6

柴田　守次

柴田　定江

上新田150

上新田150

0146

0146

㊥町議会代表

民生・児童委員

「藩i齢

望魏

　曙、羅鰍簿

狸葎　、，簸羅「・

⑭
5
5

中島　武平

中島　文恵

塩432
塩432

2307

2307

保護司

民生・児童委員

［経際ll

Pll　』一

　擁矯18

難・撫、20

、⑰ 新井　久平

御正山英子

笠原　金久

松本　芳治

新井　コウ

新井　智明

笠原みよし

三本1997－3

押切686

押切802

押切734

押切696

押切646－1

押切802

2451

1991

0272

1363

2426

1292

0272

同上

青少年育成推進委員

保護司

㊥商工会代表

㊥御正婦人会長

江南中PTA副会長

北小PTA補導副部長

灘’

簸繋
・羅．

粥晒ζ丁

灘
“
賑

蕪
』
鰯
　

・「瀬一

嚢鰹霧

、＿、59

．．⑯

霧棄57

　58

飯島　啓作

宇治川一好

飯島　照雄

山田　貴史

板井878－1

板井591

板井909－2

板井1631

1369

0328

6243

2926

同上

同上

小川高校PTA代表

川本高校PTA代表

f一』…雛㌔』；

19

、21

國
2
3

灘
灘
1

響…i：鷺…li

欝蕪
醸
｝
62

60

⑪

柴　　芳夫

柴　サツヱ

柴　　訓子

柴153

柴150
柴48－！

0931

0930

1882

⑫町議会代表

民生・児童委員

南小PTA補導部長

灘、IP鷺難
・⑳囮 大島　　清

持田　包雄

押切370

押切145－1

2373

1574

民生・児童委員

教育委員
蒸8㌧
瀬謹
．「援，

⑬
自
6 4
上杉　　正

坂田　由美

千代600

千代64－8

1900

2810

民生・児童委員

幼稚園PTA会長

、字、’

、11舞叢雛

議1、28

饗⑳ 滝田　孝夫

高田　　清

若林　正喜

樋春312

樋春326

樋春322

3930

1884

4485

民生・児童委員

㊥社会教育委員長

少年指導員

鶏 桜嚢 65 村上　春蔵 押切2653－144 4174 民生・児童委員

國
賦
「
国 佐久間義雄

古沢多美子

長島　．仁

松本　暢佑

丸山　　修

増田　京子

木島　　宏

藤野　　香

江南幼稚園

同上

江南南小学校

同上

江南北小学校

同上

江南中学校

同上

3373

同上

1305

同上

1389

同上

1335

同上

幼稚園長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任

　 、癒、

8彗、：灘、

　灘

・ド・⑳

30

31

「32

，国

小島　貴一

笠原・尚子

小島　一男

小島　芳房

吉岡　和子

樋春996

樋春1015

樋春997

樋春1004

樋春1199－1

4497

0326

0909

2178

3782

民生・児童委員

青少年育成推進委員

熊谷農高PTA代表

⑫区長会代表

青少年相談員

齢

．鋤・

、穫個

鱗
旨
灘憂藁、

肇、1
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69

囮
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、
こ
・
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⑭
3
5
国

水野　龍夫

高田　　和

栃沢　りう

御正新田1952－5

御正新田1133－1

御正新田1114－1

1174

0012

3919

民生・児童委員

同上

保護司

離73

馨麟

潔総葦1：75

ダ漏繋

74

76

岡部　　進

茂木　弘行

木村　巳美

教育委員会

同上

同上

1521

同上

同上

教育長

教育次長

学校教育指導員鐙 i37 船橋　よし 御正新田570 1819 民生・児童委員

難
！ 駿欝辮

38

39

森田　節子

高橋　常雄

須賀広240

須賀広497

0992

0477

同上

∈鏑工会代表
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次
に
、
江
南
町
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、
昨
年
度
の
反
省
を
も
と
に

特
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連

携
を
よ
り
密
に
し
て
三
者
が
一
体
と
な

っ
て
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
く
必
要

性
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
児
童
・
生

徒
の
健
全
育
成
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の

通
り
で
す
。

青少年健全育成協議会事業計画平成4年度

有
意
義
な
過
ご
し
方
を

　
　
　
　
　
　
親
子
で
考
え
よ
う

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
ρ
て

得
難
い
経
験
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
半
面

気
を
つ
け
た
い
の
が
こ
の
時
期
の
過
ご

し
か
た
で
す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
気
が

緩
み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に
そ
れ
や

す
い
か
ら
で
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
子
ど
も
た

回 事　　業　　内　　容 期圏 会　　場 対　　象 備　　　考

1

O委嘱状の交付　O平成3年度

事業報告　○平成4年度健全

育成協議会役員の選出について

○年間事業計画の検討・承認

○懸垂幕（横断幕）の作成

○映画を通しての研修

5／22働
町民体育館

第1会議室
全　会　員 第1回全体会

2
○社明運動講演会関係依頼事項の

検討　O健全育成パンフ・懸垂

幕（横断幕）などについて

6／11（木） 同　　　上 理　　　事 第1回理事会

3
○健全育成パンフ

○懸垂幕（横断幕）などについて
6／鍼木） 同　　　上 理　　　事 第2回理事会

、4
o社明運動講演会

7／1囑 江南中体育館
全　会　員

中学PTA

主催

町・保護司会

5
o夏休み中の生徒指導対策

○補導巡視計画など
7／14依）
町民体育館

第1会議室
全　会　員 第2回全体会

6 ○健全育成パンフの配布 7／15休） 各校・町内 区長経由

7
O夏休み町内巡視補導

○地区懇談会参加

8／7㈹

8／18㈹

北小学校区

南小学校区

理事各地区

代表

8
O夏休み中の生徒指導の反省

○町内巡視状況報告

○青少年健全育成について研修

9／11働
町民体育館

第1会議室

全　会　員
第3回全体会

講師

（未　　定）

9 ○教育講演会準備会　○その他 10／15（木） 同　　　上 理　　　事 第3回理事会

10
○青少年健全育成月間

○懸垂幕（横断幕）の設置など
11／5（木） 同　　　上 理　　　事 第4回理事会

11 ○教育講演会 未　定 南小体育館 全会員・南小PTA 講師等未定

12
○冬休み中の生徒指導対策

○幼・小・中の対策
12／18働

町民体育館

第1会議室
全　会　員 第4回全体会

13
○最終全体会の議案の検討

0文殊寺縁日における補導について
2／19働 同　　　上 理　　　事 第5回理事会

，14 ○健全育成パンフの配布 3／16（月） 各校・町内 区長経由
15
○春休み中の生徒指導について

○平成5年度事業計画案の検討
3／26㈹
町民体育館

第1会議室
全　会　員 第5回全体会

●
ち
が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、
一

段
と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
二
学
期
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
非
行
を
寄
せ
つ
け
な

い
夏
休
み
の
過
ご
し
か
た
を
親
子
で
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

家
族
で
守
る

　
　
　
　
　
生
活
の
リ
ズ
ム

暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
パ
タ
ー

ン
が
”
夜
型
”
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま

う
と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
に
く
い

も
の
。
二
学
期
が
始
ま
っ
て
も
、
夜
ふ

か
し
や
遊
び
ぐ
せ
が
抜
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
自
由
な
時
間
を
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
が

少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム
だ
け
は
崩

さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
が
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

9・●

　0■
写
．

’
．一

ぎ

家
族
の
一
員

r’‘」

轟
胸り剛

、
。

輩
行

　
　
　
と
し
て
の
役
割
を

　
欲
し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
恵
ま

れ
た
社
会
環
境
の
中
で
、
わ
が
ま
ま
い

っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
。

　
彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、

自
立
心
と
忍
耐
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
を
契
機
に
、
親
は
子
ど
も
へ

の
甘
や
か
し
や
無
関
心
を
排
除
し
、
自

分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を
持
た

せ
た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
は
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
計
画
を

　
　
　
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う

　
無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え
る

と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
何
と
な
く

過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し

た
り
、
本
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
読

む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を
立
て
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
親
は
子
ど
も
の
自
主
性
や
意
見
を
で

き
る
だ
け
尊
重
し
な
が
ら
、
応
援
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夏
休
み
は
、

レ
ジ
ャ
ー
や
家
族
旅
行
な
ど
、
親
子
の

ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。
夏

休
み
な
ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を

通
し
て
、
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
育
て

た
い
も
の
で
す
。

　
親
子
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た

気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽
生
え
、
そ

れ
が
非
行
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
抑
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

止
力
に
な
る
の
で
す
。



夏休みの解放感が事故をよぶ

楽しい思い出づくりは交通安皇から

　
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。

　
　
海
に
山
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

　
　
　
し
か
し
、
夏
休
み
に
入
る
と
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

　
　
　
　
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
長
い
休
み
の
解
放
感
か
ら
気
持
が
ゆ

　
　
　
　
　
る
み
、
ふ
だ
ん
身
に
つ
け
て
い
た
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
忘

　
　
　
　
　
　
れ
が
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
の
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
行
動
特
性

大
人
の
理
解
で
き
な
い
動
き
を
す
る

　
子
ど
も
は
、
大
人
の
考
え
つ
か
な
い

よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
、
と
く
に
幼
児
の
行
動
特
性

を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
．
う
。

●
ひ
と
つ
の
も
の
に
関
心
が
向
く
と
周

囲
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
。

●
手
を
あ
げ
れ
ば
、
ク
ル
マ
は
止
ま
っ

鞭
欝
繊
．
饗

遜緊灘
撒
櫨

　
　
急
嚢
・
．
、

懸埋

識
ゐ

騒
鐸

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
危
な
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象

的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
の
危

険
が
わ
か
ら
な
い
。

●
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー
ル

を
守
れ
て
も
、
初
め
て
通
る
道
路
で
は

守
れ
な
い
。

▽
鑛
　
》
饗

嚢
・
濫
、

鱗難

締
嘆欄

灘
類

灘蓼－
騰

　
　
　
　
ヂ

難
灘
鞭脚

嚢
翻
灘
、　

鞍
、

講
鰻
　　　　』

　へN～

鍵霧，

●
物
か
げ
で
遊
ぶ
の
が
好
き
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
心
に
と
め
て
、
自

分
の
子
ど
も
の
個
性
や
心
身
の
発
達
に

応
じ
て
、
お
母
さ
ん
が
具
体
的
に
手
本

を
示
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
で
す
。
具
体
的
な

指
導
ポ
イ
ン
ト

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま

し
よ
》
つ
o

★
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
ー

●
横
断
歩
道
で
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
信
号
が
青
で
も
、
横
断
歩
道
上
は
左

折
車
が
通
る
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

車
に
乗
っ
た
ら

★
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
か
た
は
ー

●
道
路
の
左
端
を
正
し
く
走
る
こ
と
を
儀

徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
通
行
で
き
る
歩
道
で
は
歩

行
者
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
走
る
こ
と
を
実
行
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

★
遊
ぶ
場
所
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
1

　
遊
び
場
所
の
安
全
性
を
事
前
に
お
母

さ
ん
が
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
る
こ

と
で
す
。

　
と
く
に
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
道
路

へ
飛
び
だ
し
、
ク
ル
マ
に
は
ね
ら
れ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

注
意
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
遊
び
場
ま
で
の
往
復
道
路

は
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、
横
断
の
仕

方
や
危
険
な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
ま

し
よ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に
〃
“

o　●
つ
》

　
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
も

く
た
く
た
に
疲
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

　
ま
た
、
夏
休
み
は
ク
ル
マ
で
帰
省
し

た
り
、
海
・
山
に
行
く
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
が
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
も
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
に
は
、
後
部
座
席
で
二
点
式

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
か
、
子
ど
も
用

保
護
装
置
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を

た
く
さ
ん
残
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
交
通
安

全
に
つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。



　
　
第
一
一
一
日
目

　
午
前
中
は
、
思
い
思
い
に
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
市
内
の
見
学
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
出
か
け
る
。
初
め
て
の
土
地
で
、

道
も
よ
く
わ
か
ら
ず
グ
ル
ー
プ
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
出
発
。

　
ほ
と
ん
ど
の
店
に
は
、
日
本
人
が
い

る
か
日
本
語
の
話
せ
る
現
地
の
人
が
い

る
か
で
、
買
物
に
は
不
自
由
を
し
な
い

状
態
で
あ
る
。
い
か
に
日
本
の
観
光
客

が
多
い
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
ど
こ
の
店
に
も
日
本
人
客
が

い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
い
る

と
い
う
感
覚
を
失
い
そ
う
で
あ
る
。

　
今
日
の
研
修
の
メ
イ
ン
で
あ
る
自
然

保
護
区
視
察
と
フ
リ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ナ

セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
十
三
時
出
発
。
十

四
時
三
十
分
に
国
立
公
園
に
到
着
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
・
ブ
ル
ッ
ク
国
立
公
園

（
自
然
保
護
区
）
は
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
の
西
側
に
あ
り
、
台
地
と
低
地
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
東
に
あ
る

ク
ー
ガ
ル
山
か
ら
西
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

ブ
リ
ッ
ジ
に
至
り
、
そ
れ
よ
り
北
側
に

広
が
る
二
千
七
百
㎞
の
雨
林
と
ユ
ー
カ

リ
の
地
域
に
、
い
く
つ
も
の
公
園
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
に
ス
プ
リ
ン
グ
・
ブ
ル

ッ
ク
国
立
公
園
が
あ
る
。

　
こ
こ
は
、
こ
の
地
域
に
あ
る
公
園
の

中
で
最
も
施
設
の
整
っ
た
公
園
で
あ
り
、

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
市
内
ほ
か

見
所
は
、
滝
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ブ
リ
ッ

ジ
を
中
心
に
し
た
自
然
の
美
し
い
景
観

灘
翻

　
　
㌧
、
～
、

　
欝
欝

で
あ
り
、
広
さ
は
二
百
㎞
と
狭
い
ほ
う

で
あ
り
、
マ
ヒ
ュ
ー
氏
一
人
で
管
理
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
公
園
は
自
然
そ
の
ま
ま
の
と
こ

ろ
に
遊
歩
道
を
つ
く
っ
た
公
園
で
、
州

政
府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
州
立
の
公
園
も

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
」
と
呼
ん
で

い
る
。
大
木
や
雨
林
、
谷
川
、
野
鳥
、

動
物
が
自
然
の
状
態
で
保
護
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
公
園
内
に
落
ち
て
い
る
も

の
ま
で
が
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
公
園
の
西
の
部
分
に
あ
る
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
火
山
の
爆
発
活
動

　
　
　
高
　
橋
　
保
　
夫

　
　
　
吉
　
野
　
幸
　
男

と
そ
の
後
の
川
の
滝
の
力
に
よ
り
岩
石

が
削
ら
れ
、
自
然
に
で
き
た
岩
石
の
橋

で
き
れ
い
な
ア
ー
チ
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
滝
壷
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
が

つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
、
地
質
学
上
興

味
が
も
た
れ
て
い
る
と
の
こ
と

　
滝
の
下
の
渓
流
に
は
、
現
地
の
人
が

数
人
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
。
ま
さ

に
自
然
を
楽
し
ん
で
い
る
感
じ
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
の
訪
問
先
の
フ
リ
ー
ズ
・
フ
ォ

ー
ナ
・
セ
ン
タ
i
（
動
物
保
護
区
）
に

十
六
時
到
着
。

　
団
長
よ
り
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
と
着
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
。

着
物
は
す
ぐ
に
若
い
女
性
職
員
に
着
て

も
ら
っ
た
。
女
性
団
員
が
着
付
け
を
し

●
て
く
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
若
い
女
性
職

員
、
心
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
、
親
善
に

大
い
に
役
立
っ
た
の
で
は
。
そ
の
後
マ

ー
ク
ウ
ェ
ー
バ
ー
氏
の
説
明
で
は
、
国

立
公
園
の
機
構
は
州
政
府
に
帰
属
し
て

い
る
。
責
任
は
政
府
の
機
能
が
入
り
込

ん
で
お
り
、
野
生
の
動
物
、
植
物
は
州

の
法
律
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
土
地
の
所
有

や
管
理
（
三
千
七
百
㎞
）
や
四
種
類
の

カ
ン
ガ
ル
ー
の
飼
育
、
ワ
ニ
の
行
動
研

究
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
の
人
工
飼
育
な
ど
を

し
て
い
る
こ
と
。

　
説
明
後
、
セ
ン
タ
ー
内
の
動
物
を
見

学
す
る
。

　
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、
ビ
ー
チ
（
海
岸
線
）
を
思
い
う

か
べ
る
が
、
も
う
一
つ
ブ
ッ
シ
ュ
　
（
木

に
囲
ま
れ
た
所
）
の
素
晴
ら
し
い
自
然

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
国
立
公
園
（
州

立
）
や
保
護
地
区
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の
珍
し
い
植
物
、
動

物
が
守
ら
れ
て
お
り
、
保
護
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
こ
ち
ら
の
人
々
の
生

活
に
密
着
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
は
、
休
み

に
な
る
と
ビ
ー
チ
に
行
く
人
た
ち
も
あ

る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
ハ
イ
キ

ン
グ
を
し
た
り
、
散
歩
を
し
た
り
す
る

人
た
ち
も
多
い
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自

然
の
な
か
で
、
自
然
の
も
の
を
使
っ
て

遊
ぶ
。
自
然
と
体
を
通
し
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
植
物
や
動
物
を
覚
え
て
し

ま
う
。
自
然
の
な
か
で
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識

し
て
し
ま
う
点
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

ー
ク
や
動
物
保
護
区
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や

成
長
に
大
切
な
も
の
は
、
や
は
り
自
然

で
あ
り
、
情
操
教
育
の
面
で
大
き
な
役

目
を
果
た
し
て
い
る
。

　
両
地
区
の
視
察
を
終
え
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
護
に

対
す
る
熱
意
と
実
践
に
感
銘
を
受
け
た
。

し
か
も
、
人
々
の
生
活
の
環
境
保
護
が

そ
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か

が
え
た
。
な
ぜ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
然
環
境
保
護
に
力

を
入
れ
て
い
る
か
わ
た
し
た
ち
も
じ
つ

く
り
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
園
に
は
、
ビ

ー
チ
、
国
立
公
園
、
保
護
区
と
三
つ
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
役
目
を
持
ち
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
十
七
時
三
十
五
分
に
ホ
テ
ル
ヘ
到
着
。
勃



●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

B
B
S
運
動
に
参
加
し

　
　
　
　
少
年
た
ち
に
力
を
貸
そ
う

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、

願
わ
な
い
親
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

な
か
に
は
家
庭
環
境
や
友
達
関
係
な

ど
が
原
因
で
、
非
行
に
陥
り
そ
う
に

な
っ
た
り
、
と
き
に
は
非
行
に
は
し

っ
た
り
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　
B
B
S
運
動
（
ω
蒔
卑
o
誓
R
ω

讐
α
ω
凶
曾
の
お
］
≦
o
＜
①
ヨ
①
昌
）
は
、
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
悩

み
、
考
え
、
相
談
に
の
り
な
が
ら
、

立
ち
直
り
を
助
け
る
全
国
規
模
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
会
員
は
、

全
国
に
約
七
千
人
で
、
子
ど
も
た
ち

図

M
ε
一
”
、
“
「

η

雑
、
U

（
．

の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
立
場
か

ら
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
　
四
つ
の
活
動
で

　
　
立
ち
直
り
を
助
け
る

　
B
B
S
運
動
に
は
、
四
つ
の
活
動

の
柱
が
あ
り
ま
す
。
少
年
た
ち
と
一

対
一
で
、
お
互
い
に
信
頼
で
き
る
友

達
と
な
り
立
ち
直
り
を
助
け
る
“
と

も
だ
ち
活
動
妬
B
B
S
の
会
員
と
少

年
た
ち
と
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、

ス
ポ
ー
ッ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
楽

し
み
、
心
を
開
く
き
っ
か
け
を
つ
く

る
“
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
勧
会
員
が
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
た
め
に
、
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
．
研

さ
ん
活
動
妬
そ
し
て
、
非
行
を
起
こ

さ
せ
な
い
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た

B　B　S運動に参加し

更生した少年の手記

め
の
”
非
行
防
止
活
動
”
が
あ
り
ま
す
。

　
　
心
を
総
耕
て
話
せ
る

　
　
友
達
を
求
め
て
い
る

　
B
B
S
運
動
は
こ
の
四
つ
の
活
動

を
通
し
て
、
間
題
を
抱
え
る
少
年
た

ち
の
心
を
開
い
て
話
す
こ
と
の
で
き

る
友
達
に
な
り
、
信
頼
を
深
め
、
更

生
の
手
助
け
を
し
て
い
る
の
で
す
。

少
年
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

家
庭
や
学
校
、
職
場
お
よ
び
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
非
行
や
犯
罪

を
起
ご
さ
せ
な
い
社
会
環
境
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
毎
年
七
月
は
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
B
B

S
運
動
に
参
加
し
、
立
ち
直
ろ
う
と

し
て
い
る
少
年
た
ち
に
、
あ
な
た
の

力
を
貸
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
心
を
開
い
て
話
の
で
き
る
友
達

を
彼
ら
は
求
め
て
い
る
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　
　
　
　
　
　
　
▼
日
本
B
B
S

　僕は、保護観察となって

から伯父夫婦のもとに引き

取られ、親元を離れて生活

をしています。保護司さん

は、親元を離れて生活をし

ている僕の気持ちをよく分

かってくれ、優しく励まし

てくれました。

　8B　S会のサマ』キャン

プに参加したことは、僕に

とって忘れられない思い出

です。B　B　Sの皆さんにと

ても親切にしてもらい、生

まれ変わったような気持ち

になれたのです。

　僕のことを支えてくれ、

これからを期待してくれて

いる人々のためにも、そし

て生まれ変わった自分自身

のためにも頑張りたいと思

っています。（匿名　男子）

連
盟

〒
瑚
　
東
京
都
渋

谷
区
千
駄
ヶ
谷
五

－
十
－
九
　
更
生

保
護
会
館
内

智
〇
三
（
三
三
五

六
）
七
三
八
三

▼
保
護
観
察
所
調

　
査
連
絡
課

ま
も
な
く
十
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

永
住
者
・
特
別
永
住
者
の
人
へ

外
国
人
登
録
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
〃
“

　
外
国
人
登
録
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

永
住
者
・
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
指
紋

押
な
つ
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
こ
と
に
関
連
し
、
一
九
九
二
年

（
平
成
四
年
）
六
月
一
日
か
ら
、
つ
ぎ

の
人
の
外
国
人
登
録
の
切
替
時
期
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
六
月
一

日
か
ら
改
正
法
の
施
行
の
日
…
囲
の
前
日

ま
で
の
間
に
十
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
「
永
住
者
」
及
び
「
特
別
永
住
者
」

×
登
録
証
明
上
の
在
留
の
資
格
が
「
永

　
住
者
」
　
「
特
別
永
住
者
」
と
記
載
さ

　
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
ず
、
「
4
1
1

　
1
14
」
　
「
協
定
永
住
」
　
「
4
－
1
1

　
16
1
2
※
」
　
「
平
和
条
約
関
連
国
籍

　
離
脱
者
の
子
※
」
と
記
載
さ
れ
て
い

　
る
場
合
も
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
（
※

　
印
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
在
留

　
期
限
が
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

　
十
一
月
一
日
以
降
で
あ
る
も
の
に
限

　
ら
れ
ま
す
。
）

切
り
替
え
手
続
き

　
（
確
認
申
請
）
の
時
期

　
登
録
の
切
り
替
え
手
続
き
は
、
登
録

証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
十
六
歳
の

誕
生
日
か
ら
で
は
な
く
、
改
正
法
の
施

行
の
日
㈱
か
ら
三
十
日
以
内
に
新
し
い

制
度
に
よ
る
申
請
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
指
紋
押
な
つ
は
行

わ
な
く
て
よ
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
登
録
申
請
〉

　
居
住
地
の
変
更
な
ど
各
種
登
録
の
申

請
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
㈹
の
前
日

ま
で
の
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

本
人
で
は
な
く
同
居
す
る
親
族
の
人
な

ど
が
代
理
人
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

㈱
　
改
正
法
の
施
行
日
は
一
九
九
三
年

　
（
平
成
五
年
）
一
月
初
旬
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。
施
行
の
日
は
決
ま
り
し

　
だ
い
広
報
す
る
予
定
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
役
場
住
民
課
外
国

人
登
録
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奮
三
六
－
一
五
二
一
　
内
線
二
二
三
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トピツクス 身近かな話題、ホ・ソト后ニュースきお寄せくだごひ。

　　　高齢者学級開級式

　6月3日㈱、勤労福祉センターで高齢

者学級開級式が学級生87名の皆さんの参

加で行われました。

　この日は、トリックスマジックセンタ

ーの布目貫一先生をおむかえし、　“マジ

ック教室”と題して昨年に引き続き、簡

単にできる手品を教えていただきました。

　参加した学級生は、楽しく受講でき、

さっそく実践してみようとはりきってい

ました。

　ゴミのない町をめざして

　6月7日（日）、町内一斉ゴミ追放運動が

行われました。

　この運動は、ゴミゼロの日（5月30日）

にちなんで行われたもので、昨年に続い

て行われました。

　今回は、市街化区域内を重点に3地区

に分けて、環境の美化とゴミの投捨て防

止の啓もうを図ることを目的として実施

されました。当日は、地域のみなさん約

500名が参加して2時間程で道路脇や、山

林に捨てられたゴミや空カンが集められ

見違えるほどきれいになりました。

↓
o
U
剛
o
ω

O
O
五
〇
ト

纏

投票率前回下まわる県知事選挙

　6月21日、埼玉県知事選挙の投票が町

内5ヵ所の投票所で午前7時より午後6

時まで行われ、午後7時より勤労福祉セ

ンターで即日開票の日程で行われました。

　農繁期ということもあり投票率は町全

体で39．33％と知事選挙では過去最低で

した。

　候補者別得票数はつぎのとおりです。

つちや義彦2，073票　加藤　盛雄　30票

小山　行一　341票　高橋あきお・493票

中井真一郎　　322票　（有効投票3，259票）

（7）



O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

◇◇O

㎜
覇
窒

㈱砺ゆ鱒
婦
さ
ん
を
対
象
に
、

噌
し
て
い
ま
す
。

㈲㈲輔
㈲
や
心
配
・

ひ

鱒
ち
に
な
っ
た
人
、

り

幅
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

㈲
幅
「
産
む
」

・
に
想
い

㈲
す
。

㈲轍
。
ロ
ー
ル
で
き
ず
、

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
母
親
学
級
嚢

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
す
べ
て
の
妊

　
　
　
　
　
　
母
親
学
級
を
実
施

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
妊
娠
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
妊

鮒
娠
と
わ
か
っ
た
と
き
の
気
持
ち
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
嬉
し
さ
の
あ
ま

砺瀞

り
涙
が
あ
ふ
れ
た
人
、
あ
る
い
は
不
安

　
　
　
　
戸
惑
い
な
ど
で
複
雑
な
気
持

　
　
　
　
　
　
　
様
々
な
感
じ
方
が
あ

　
感
じ
方
は
ど
う
で
あ
れ
、
お
母
さ
ん

　
に
な
る
こ
と
に
は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
こ
と
の
で
き
る
こ
と
を
誇
り

　
　
　
　
妊
娠
そ
し
て
出
産
と
い
う
人

・
生
で
最
も
充
実
し
た
こ
の
と
き
を
、
自

卿
信
と
勇
気
を
も
っ
て
迎
え
た
い
も
の
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
妊
娠
は
心
に
も
か
ら
だ
に
も
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
妊
娠
初

・
期
に
は
体
調
を
思
い
ど
お
り
に
コ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
精
神
的
に
不
安
定
に

婦
な
り
や
す
い
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
気

軽
に
話
せ
る
友
だ
ち
が
身
近
に
い
る
と

し
い
で
す
ね
。

　
友
だ
ち
を
つ
く
り
、
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
む
た
め
に
学
び
た
い
人
、
と
に

か
く
母
親
学
級
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
主
人

や
保
育
予
定
者
（
祖
母
な
ど
）
と
一
緒

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
し
て
の
感
想
は
？

　
●
初
産
で
全
て
の
こ
と
に
不
安
が
あ

　
　
る
な
か
、
妊
娠
・
出
産
ま
で
ひ
と

　
　
と
お
り
学
べ
ま
し
た
の
で
、
精
神

　
　
的
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
病
院
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
少

　
　
し
遠
い
の
で
、
近
く
の
役
場
で
受

　
　
け
ら
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
●
実
習
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
と
て

　
　
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
い
ろ
い
ろ
な
人
と
友
だ
ち
に
な
れ

　
　
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
も
オ
ヤ
よ
く

体
操
・
調
理
実
習
・
沐
浴
（
入
浴
さ
せ

る
こ
と
）
と
実
習
を
た
く
さ
ん
取
り
入

れ
て
い
る
の
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

母
親
学
級
の
特
徴
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

フライド小魚母親学級献立

●作り方　①ボールに＠の材料を合わせる。　　　　　　　。oo　　縦　、　　　　　　　　一丁

o　o　O◎o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o◇◎o◎o◇o◆o　o　o　o◇◎o◇◇o　o　o　o　o◆o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o◇◇o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　oφo◇o　o　o　o　o◇◇o　o

O
　
O
　
O
　
O
　
◎
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
◇
　
O
　
◎
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◎
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
◎
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
◇
　
○
　
◇
　
O
◇
　
O
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
O
　
O
　
O

0
㊥
0
⑨

　
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
四
月

二
十
六
日
と
五
月
十
七
日
の
二
日
間
、

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
で
、
ヘ

リ
テ
イ
ジ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
メ
タ
ル
フ

ォ
ー
ム
ズ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
女
子
の
部
は
、
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
と
結

果
（
準
々
決
勝
以
上
）
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
三
本
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
A
、
中
央
ク

　
ラ
ブ
、
御
正
ク
ラ
ブ
、
パ
ー
ク
シ
テ

　
ィ
ー
ズ
、
野
原
親
睦
会
、
千
代
ソ
フ

　
ト
ク
ラ
ブ
、
ヘ
リ
テ
イ
ジ
、
樋
春
親

　
睦
会
、
大
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
小
江

　
川
新
道
ク
ラ
ブ
、
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム

　
ズ
、
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、
板
井
、

　
片
山
ア
イ
ア
ン
ズ
、
江
南
南
会
、
成

　
友
ク
ラ
ブ
、
御
正
プ
リ
ン
ス

●
試
合
結
果
（
準
々
決
勝
以
上
）

　
　
　
　
　
　
1ー
　
　
　
ヘ
リ
テ
イ
ジ

　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
5
　
　
野
原
親
睦
会

　
　
7

ヘリテイジ

7

567

514313　310

三
本
ク
ラ
ブ

御
正
ク
ラ
ブ

板
　
　
　
井

御
正
プ
リ
ン
ス

大
原
ク
ラ
ブ

メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ

翁，雛》

募燐

、
灘
議
ー
窪
難

薄
灘
蛾
覇

醗馨

辮、

灘
醗
．
麗灘聯

離
灘

撚

．
錨
騰
羅
雛
鞭

羅
磯磁鎖・

難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
醐
　

（8）



再発見

地
名
は
語
る

「
通
殿
・
重
殿
」

　
ち
ょ
っ
と
聞
い
た
だ
け
で
は
ど
ん
な

意
昧
か
良
く
判
ら
な
い
地
名
が
全
国
に

多
数
あ
り
ま
す
。
江
南
町
で
も
幾
つ

か
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
初
め
て
町
を

訪
れ
た
人
も
首
を
か
し
げ
る
こ
と
が
あ

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
紹
介

す
る
「
通
殿
・
重
殿
」
は
そ
う
し
た
難

解
地
名
の
一
つ
で
す
。

　
「
通
殿
」
は
ズ
ー
ド
ン
と
呼
び
慣
貞
・

わ
せ
ら
れ
、
　
「
重
殿
」
は
ジ
ユ
ー
ド
ン

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
書
き
表
わ
さ
れ

る
文
字
に
よ
り
発
音
が
異
り
ま
す
が
、

通
殿
と
重
殿
は
同
様
の
意
味
を
持
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
殿
は
塩
地
区

の
東
端
に
当
り
小
江
川
、
板
井
と
境
を

接
す
る
場
所
で
、
県
道
熊
谷
・
小
川
線

が
和
田
川
を
越
え
る
付
近
で
す
。
地
形

的
に
み
る
と
、
こ
こ
は
三
方
か
ら
流
水

の
集
中
す
る
場
所
で
す
。
北
、
西
で
は

板
井
の
耕
地
を
通
り
抜
け
て
来
た
和
田

川
が
、
西
・
南
か
ら
塩
・
小
江
川
の
丘

陵
よ
り
染
み
出
る
小
川
が
流
れ
、
雨
水

の
一
時
に
集
中
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。
几
辺
に
は
夜
泣
の
激
し
い
赤
子

を
直
す
「
夜
泣
地
蔵
」
が
建
っ
て
い
ま

す
。
重
殿
は
須
賀
広
に
あ
り
、
大
沼
よ

り
下
る
用
水
と
和
田
川
の
合
流
す
る
付

近
に
当
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
重
殿
の

名
を
持
つ
「
重
殿
稲
荷
社
」
が
重
殿
沼
に

面
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
殿
地
名

第25言舌

の
場
所
じ
た
い
は
、
江
戸
時
代
の
代
官

田
村
氏
の
陣
屋
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
本
編
第
十
五
話
、
広
報
九
一
年
九
月

号
参
照
）
ま
た
、
現
在
の
小
字
地
名
に

残
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
失
わ
れ
た
地

名
の
中
に
通
殿
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
の
樋
春
（
旧
樋
ノ
ロ
村
）
に
あ
っ
た

こ
と
が
町
史
調
査
に
よ
る
古
文
書
調
査

か
ら
判
っ
て
い
ま
す
。
塩
と
須
賀
広
に

樋
春
を
加
え
、
町
内
に
三
ヶ
所
の
「
ズ

ー
ド
ン
」
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
通
殿
、
重
殿
は
地
名
辞
典
な
ど
に
よ

る
と
水
に
関
係
し
た
地
名
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

に
も
ズ
ー
ド
ン
地
名
が
多
く
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
江
南
町
の
よ

う
な
場
所
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

表
記
さ
れ
る
文
字
で
は
通
殿
・

重
殿
の
他
に
、
上
殿
・
尉
殿
・

十
殿
・
浄
土
野
・
頭
殿
と
多
く

こ
れ
は
地
名
の
起
源
が
古
い
こ

と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
あ
て
字
が

用
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
神
名
や
信
仰
の
正
体

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
古
代
に
渡
来

し
た
信
仰
に
基
づ
く
と
考
え
ら

れ
、
溝
や
川
、
渕
に
関
連
し
た

神
や
そ
の
居
場
所
を
よ
ん
だ
よ

う
で
す
。
他
の
有
力
な
説
に
は
「
錠
殿

（
鍵
殿
）
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
奈
良
・

平
安
時
代
に
置
か
れ
た
国
府
、
郡
郷
の
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
や
く

を
開
閉
す
る
封
印
と
鍵
（
印
鍮
）
の
重
要

性
か
ら
、
印
と
鍵
を
神
に
祀
っ
た
の
だ

ろ
う
と
い
い
ま
す
。
河
川
、
水
路
に
面

し
た
場
所
に
蔵
を
置
く
こ
と
は
当
時
よ

り
一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
昨
年
岡
部

町
で
発
掘
さ
れ
た
古
代
榛
沢
郡
の
正
倉

と
推
定
さ
れ
る
中
宿
遺
跡
の
倉
庫
群
の

例
が
あ
り
ま
す
。
江
南
町
の
属
し
て
い

た
男
裳
郡
の
蔵
が
周
辺
に
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
蔵

は
収
穫
物
、
特
に
穀
物
を
収
蔵
し
た
蔵

で
あ
り
、
穀
物
の
神
で
あ
る
稲
荷
神
が

結
び
つ
く
こ
と
は
容
易
な
よ
う
で
す
。

新
た
な
調
査
毎
に
、
お
ぼ
ろ
げ
に
地
名

の
由
来
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
五
月
十
日
、
春
季
字
別
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
字
よ
り
十
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
大
会
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
好
ゲ
ー
ム
の
連

続
で
、
下
押
切
チ
ー
ム
と
御
正
坂
上
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
以
上
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

成
沢
、
御
正
坂
下
、
板
井
、
千
代
、

下
押
切
、
上
新
田
、
御
正
坂
上
、

小
江
川
、
上
押
切
、
樋
春
北

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
下
押
切
　
二
l
O
　
千
　
代

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
御
正
坂
上
二
1
0
　
小
江
川

画幻

（9〕
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　　　　　　であること。

　　締切り　平成4年8月31日
　　　　　　　（当日消印有効）

　　要領・必ず未発表作品であること。

　　　　　　個人誌以外の同人誌への発

　　　　　　表も不可とします。

　　　　　・小説は400字詰め原稿用紙

　　　　　　で50枚以内、誌は3編、短

　　　　　　歌は15首、俳句は15句で、

　　　　　　同一テーマによる連作でも

　　　　　　結構です。

　　　　　・応募は必ず400字詰め原稿

　　　　　　用紙を使用してください。

　　　　　　作品の返却はできません。

　　　　　・別紙に、住所、氏名（本名）

　　　　　．年齢、職業、簡単な略歴、

　　　　　　電話番号を付記してくださ

　　　　　　いo
　　　　　・入賞作品の権利はいっさい

　　　　　　埼玉新聞社に帰属します。

●　　問合せ　〒336浦和市岸町6－12－11
　　　　　　埼玉新聞社編集局「埼玉文

　　　　　　学賞」係

　　　　　　盈048－838－1900

　　　圏　圃　囮
国民年金保険料は納め

忘れのないようロ座振替で

　国民年金の保険料は、20歳から60

歳になるまで40年間納めなければな

りません。将来、年金を受けるため

には、保険料を毎月きちんと納める

ことが心要です。

　保険料は、町役場から送られてい

る納付書により納めますが、納め忘

れを防ぐために、口座振替が便利で

す。とくに、仕事の忙しい人、不在

がちの人などにおすすめします。。

口座振替はこんなに便利で安心一
　※自動的に払い込まれるので、納

　　め忘れがありません。

　※毎月支払いに行く必要がありま

　せんので、手問がはぶけます。

　※一度手続きをすると、毎年継続

　　になります。

ぜひ口座振替をおすすめします。

過激派の秘密アジト

発見にご協力を！

　ニュー冬などでご承知のとおり、

2月に川口市内の武南警察署、神根

駐在所など、首都圏の7か所で民家

や駐在所に対する同時ゲリラが発生

しました。

　その後も、極左暴力集団による「

テロ、ゲリラ」が頻発しています。

　警察ではこのような過激派による

ゲリラ事件を防ぐため秘密アジトの

摘発などに全力を挙げています。

　ご近所などで

Oことさら出入りのときに周囲を警

　戒している。

O夜間に来客があり、早朝に出てい

　く。

○いっも部屋をしめきって留守のよ

　うなのに中から物音がする。

O居住人の他に住んでいる人がいる。

0夫婦といっているがどこか不自然

　な点がある。

　このようなことにお気付の際は、

熊谷警察署かもよりの派出所、駐在

所にご連絡ください。

　みなさんからの情報をお待ちして

います。

連絡先　熊谷警察署　台21－0042

　　　極左暴力集団110番

　　　君048－824－4649

16ミリ映画フィルム

のご利用を！

　大里広域視聴覚センターでは、夏

休み期間中に16ミリ映画フィルム・

映写機の貸し出しを行っています。

期間3日～5日間の貸し出し
フィルム　児童劇・アニメ・家庭教育・

の種類　社会教育

対象　子ども会・自治会・幼稚園

　　　学校P　T　Aなどの団体

申込み　大里広域市町村圏組合

間合せ　視聴覚センター

　　　盈32－7364

サマージャンボ

宝くじの発売

　サマージャンボ宝くじは、市町村

振興宝くじともいい、収益金は、市

町村の災害対策と明るく住みよい街

づくりなどにつかわれます。予約受

付は7月20日（月）から、申込方法など

くわしいことは7月20日の新聞紙上

に発表されます。

　
　
　
俳
句
会
⑳

梅
落
と
す
見
へ
ぬ
小
枝
も
た
た
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

青
梅
や
粒
の
揃
へ
て
瓶
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

老
木
の
小
枝
に
丸
々
青
き
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

青
梅
や
打
落
と
さ
れ
て
毬
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

青
梅
の
中
に
飛
び
込
む
青
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

青
梅
や
ほ
ん
の
り
紅
を
刷
き
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

青
梅
を
漬
け
て
宝
を
増
や
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
農
夫
の
田
を
植

へ
る
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

青
梅
を
椀
ぐ
父
と
子
の
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

山
盛
り
の
青
梅
尻
の
豊
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

青
梅
を
漬
け
込
む
コ
ツ
は
姑
ゆ
ず
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

青
梅
や
雲
に
隠
れ
し
秩
父
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

ぐ
ら
ぐ
ら
の
脚
立
据
へ
て
は
梅
を
も
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

嫁
ぎ
来
て
青
梅
漬
け
て
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

ε
う
を
勘

獣
蛾
酵
藷
群
聾
癒

蜘

垂尋．謹
レ
9

認

ぺ

葉
が
く
れ
に
押
し
合
い
実
梅
太
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ
q

青
梅
の
呑
り
て
雨
を
近
く
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

葉
が
く
れ
の
青
梅
日
毎
に
光
り
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

青
梅
を
漬
け
る
は
我
の
仕
事
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

記
念
樹
の
梅
の
木
若
し
実
の
ま
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

梅
の
実
を
風
は
落
し
て
去
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

停
み
て
青
梅
の
呑
り
楽
し
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

青
梅
の
枝
に
残
り
て
丸
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

青
梅
の
明
日
は
市
場
へ
門
出
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

梅
を
煮
て
菩
薩
の
心
取
り
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

青
梅
の
多
彩
な
未
来
待
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

青
梅
を
顔
中
雛
に
し
て
か
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
エ

莚
敷
き
い
た
わ
り
落
す
青
き
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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農林学級（7月・8月）

開催日 内　　容 時、　間、

％日（日） 木工イスづくり 午前10時

23日（荊 乳製品の料理 午前10時

26日（日） スライド式本立

て

午前10時

26日（日） トウモロコシの

収穫、

午前10時

％日（日） 木工イスづくり 午前10時

6日（掬 魚の飼い方とつ

かみどり

午後1時30分

費用無料
受　付　一般県民

問合せ　農林公園管理事務所

　　　奮83－2301
花き園芸講座（7月）

開催日 内　　　　容， 費1胴
2日（火）シュロチクの栽培 無　料
9日（木〉ワイヤーバスケット

を楽しむ

2，000円

14日（火） 観葉植物を楽しむ 無　料
17日㈹ ポプリを楽しむ 2，000円

23日（木） 押し花を使った絵づ

くり

700円

※時間は、午後1時30分
対　象　一・般県民

受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　a83－2841

　
　
　
　
　
た
く
み

　
金
田
匠
長
男
（
貴
宏
）

　
　
　
　
か
　
す
み

　
橋
本
　
香
澄
　
　
長
女
　
　
（
正
雄
）

　
　
　
　
ゆ
う
じ
ゆ
ん

　
秋
場
　
悠
順
　
　
長
男
　
　
（
健
吾
）

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

五
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
曽
和
田
昌
彦
　
　
5
6
歳
　
成
　
　
沢

　
大
塚
シ
マ
　
6
8
歳
押
　
切

千

代

油絵・水彩画教室
　熊谷福祉センターでは、油絵、水

彩画を始めたい人を対象に、絵画教

室を開催します。講座の内容は、デ

ッサンから学び静物などを描きます。

●油絵
日時9月2日、9日、16一日、30
　　　日、10月7日、21日、28日、

　　　11月4日の各水曜日の8日
　　　間　13時30分～16時30分
●水彩画

日時9月6日（日）、12日（土）、20日

　　　（日）、26日（土）、10月4日（日）、

　　　10日（土）、18日（日）、24日（土）の

　　　8日間13時30分～16時30分

定員各20名
受講料　8日間で各5，150円（消費

　　　税込み）、画材、絵具別

会場熊谷福祉センター
申込み　油　絵　8月11日（火）

　　　水彩画　8月20日（木）

　　　9時から電話で受付けます。

　　　a21－5421

圏　國　囮
平成4年度

町職員採用試験
職務の内容及び採用予定人員

　一般行政事務　若干名

受験資格　男女を問わずつぎの人が

　　　　受験できます。

　　　　昭和39年4月2日から
　　　　昭和50年4月1日まで

　
　
　
り
ゆ
う
　
ひ

　
関
山
　
龍
飛

押
　
　
切

　
　
　
　
な
　
つ
み

　
笠
原
菜
摘

　
　
　
　
な
　
　
ほ

　
大
嶋
　
菜
穂

　
　
　
　
ひ
ろ
や
す

　
近
藤
　
弘
康

御
正
新
田

　
　
　
　
し
　
お
り

　
橋
本
志
織

須
賀
広

　
　
　
　
け
い
　
じ

　
島
田
　
慶
次

野
　
　
原

　
　
　
　
み
　
　
く

　
木
村
　
未
来

小
江
川

　
　
　
ゆ
　
　
ぞ
　
　
な

　
小
林
有
紀
菜

板
　
　
井

　
　
　
　
こ
う
す
け

　
飯
嶋
康
介

二　　二　　二　　長　　長
男　　女　　女　　男　　女

竹
夫
）

勝
美
）

敏
則
）

浮
也

仁
士
心
）

本

　　　　に生まれた人（学歴不問）

試験の日時及び場所

　　　◎筆記試験　9月20日（日）

　　　　吹上町立吹上中学校

　　　◎口述試験・身体検査

　　　　10月6日に町役場で予定
合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者について

　　　　は、町役場掲示場に掲示。

申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　してください。なお、郵

　　　　便により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　と朱書きしてください。

受付期間　8月3日（月）から8月7日

　　　　（金）の午前9時から午後5

　　　　時までの受付。郵送の場

　　　　合は8月7日㈹までの消
　　　　印のあるものに限ります。

書類の請求く磐轡課に請求して●

問合せP役場総務課雪36－1521

　　　　内線226・227

第23回埼玉文学賞
埼玉新聞社が県内の文芸振興のた

めに制定した「埼玉文学賞」の作品

募集をつぎのとおり行います。

部門小説・詩・短歌・俳句
資格原則として県内在住、在勤
　　　者。県外者の場合には、埼

　　　玉の事物、風土、人間、歴

　　　史などをテーマにした作品

五
月
中
届
出

成
　
　
沢

　
　
　
ゆ
　
　
か
　
　
り

　
土
屋
優
香
里

　
　
　
　
り
ょ
う
　
じ

　
松
村
亮
治

長長三　　長　　長二
男女女　　男　　男女

直克和
幸己夫
）　　）　　）

（
民
男

（
重
則
）

（
敏
生
）

（

（
敬
称
略
）

）
内
保
護
者

お
誕
生
お
め
で
と
う

12，060
町民のうごき

12，020一

11，980一一

人／戸

3，390一一

3，360一一

3，330

3月　4月　5月　6月

6月1日現在

人口12，058十29

男5，942十10

平成4年救急出動状況

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　　通 8件 22件
一　般　負　傷 0件 6件

急　　　　　病 7件 56件
そ　　の　　他 0件 9件

合　　　　　計 15件 93件

山青神舟多馬
田柳谷橋田場

たり義信勝茂
けん三義美雄

91　83　83　79　52　77

歳歳歳歳歳歳

板野野御押押
　　　正
　　　新
井原原田切切
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　　　　　まさとし
大久保　匡駿ちゃん

　平成3年7月7日生
　大久保聡彦・淑実さんの

長男（11ヵ月）　　小江川

　「素直で正しく、元気に

育ってほしい……。」とお母

さん。

証

　　　　　ゆ　　か　　り
黛　　　優花利ちゃん

　平成3年7月26日生

　黛　道人・裕美さんの

長女（11ヵ月）　　須賀広

　「今、何でも口に運ぶの

で、少しも目が離せません。

名前のとおりに、そして、

元気に育って欲しい……。」

　　　　　　　　　　　　　　 、・、

　　　　　かず　　　き

村松一樹ちゃん
　平成3年7月19日生

　村松一哉・京子さんの

長男（11ヵ月）　樋春
　にくいしんぼうなぼく。

　最近は、お姉ちゃんと元

気に遊べるようになりまし

た……。」

闇

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

梅
干
し
入
り
鮭
ご
飯

森
田
節
子
さ
ん
（
須
賀
広
）

▼
材
料

　
米
…
…
…
：
…
：
…
9
…
…
・
…
…
三
合

　
鮭
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
三
切
り

　
梅
干
し
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
五
粒

　
酒
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
少
量

　
の
り
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
少
し
よ
う

　
し
ょ
う
が
…
…
…
…
…
…
少
し
ょ
う

▼
作
り
方

囹
米
は
一
時
間
ほ
ど
前
に
と
い
で
、
ざ

る
に
上
げ
て
お
き
ま
す
。

囹
鮭
の
身
は
骨
を
て
い
ね
い
に
と
り
、

そ
の
身
を
、
お
酒
に
つ
け
て
お
き
ま
す
。

囹
梅
干
し
の
種
は
除
き
、
梅
肉
を
す
り

鉢
で
す
り
つ
ぶ
し
ま
す
。

囹
米
、
鮭
の
身
と
酒
、
梅
肉
を
合
わ
せ

炊
き
ま
す
。

囹
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を
器
に
盛
り
、

細
切
り
の
の
り
、
し
ょ
う
が
を
の
せ
ま

す
。囹
材
料
の
都
合
で
、
細
切
り
昆
布
や
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
る

と
、
ひ
と
昧
変
っ
た
味
と
彩
が
楽
し
め

ま
す
。

　
鮭
は
甘
塩
、
梅
干
し
は
減
塩
梅
干
し

で
す
。

▼
紹
介
し
た
い
理
由

　
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
を
利
用
し
、
時

間
も
か
か
ら
ず
、
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
梅
雨
が
明
け
る
と
本
格
的
な
暑
さ
が

到
来
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
夏
の
ス
タ
ミ

ナ
食
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ

の
が
ウ
ナ
ギ
。
最
近
は
半
分
以
上
が
輸

入
品
で
、
な
か
で
も
台
湾
産
の
占
め
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
輸
入
ウ
ナ
ギ
は
、
生
き
た
ま
ま
の
も

の
も
あ
れ
ば
、
加
工
を
施
し
た
も
の
も
。

生
き
た
ウ
ナ
ギ
は
、
氷
と
酸
素
の
入
っ

た
袋
に
入
れ
ら
れ
て
仮
死
状
態
で
す
が
、

袋
を
あ
け
る
と
息
を
吹
き
返
し
ま
す
。

　
加
工
も
の
は
、
タ
レ
を
つ
け
て
焼
い

た
状
態
で
輸
入
さ
れ
て
き
ま
す
。
型
も

日
本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
て
、
関
東
向

き
に
頭
を
と
っ
て
背
開
き
に
し
た
も
の

関
西
向
き
に
頭
を
つ
け
て
腹
開
き
に
し

た
も
の
な
ど
に
区
別
し
、
焼
き
方
や
昧

付
け
も
好
み
に
対
応
す
る
よ
う
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
国
産
の
天
然

ウ
ナ
ギ
も
健
在
で
す
。
高
知
県
の
四
万

十
川
は
、
七
月
初
旬
が
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
く
る
ウ
ナ
ギ
漁
の
ピ
ー
ク
。
竹
で

編
ん
だ
筒
に
え
さ
を
つ
け
川
に
沈
め
る

昔
な
が
ら
の
「
こ
ろ
ば
し
漁
」
で
ウ
ナ

ギ
を
捕
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
格
的
な
暑
さ
は

こ
れ
か
ら
。
十
分
に
ス
タ
ミ
ナ
を
補
給

し
て
元
気
に
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
ち
な
み
に
、
今
年
の
「
土
用
の
う
し
」

の
日
は
、
七
月
二
十
四
日
で
す
。
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